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論文の内容の要旨

　本研究は，コンクリート構造物の耐衝撃設計を確立するために，RC版および鋼コンクリート合成版の衝撃挙

動を実験によって観察し，衝撃破壊の抑制，なかでも衝撃荷重が作用する際に生じる局部破壊の抑制について明

らかにしている。

　第1章は序論で，本研究の背景や研究の目的を述べ，論文の中で用いられる各種衝撃実験法および用語につい

て概説している。

　第2章では，本研究の遂行に重要な役割を占める実験データの処理法について考究し，衝撃の応答波形に現れ

る雑音の除去に関する新たな処理方法（周波数領域法）を提案している。

　第3章では鉄筋コンクリート版の急速載荷実験を行い，コンクリート厚や鉄筋径，鉄筋の配筋状態が局部損傷

の抑制に大きな影響を与えることを明らかにしている。

　第4章では，コンクリート版の両面をシアコネクタで合成したサンドイッチ構造合成版を作成し，重錘落下衝

撃実験装置を用いた中速衝撃実験を行い，鋼板厚さやシアコネクタの補強間隔等が耐衝撃性に与える影響につい

て検討している。

　第5章では第4章で明らかになった補強鋼板厚の裏面剥離抑制効果に対して，より高速度の衝撃を与える飛翔

体発射試験装置を用いて検討している。その結果，鋼板厚の効果を等価なコンクリート版厚として評価する実験

式を提案している。

　第6章では，既存の耐衝撃指針，すなわち，電中研式およぴUKAEA（Uniをed　Ki㎎do㎜Ato狐ic　Energy　Authori－

ty）式を概説し，これらを修正して，第5章までに得られた鉄筋径や等価鋼板厚を組み込んだ新たな耐衝撃指針

を提案している。

　第7章は本研究で得られた成果を総括し，今後の課題について述べている。

審査の結果の要旨

従来最も困難をともなった実験データの処理法に関して新たな手法を開発し，衝撃力の測定法を飛躍的に向上

させた点は特筆に価する。さらに本処理法を用いて鉄筋コンクリート版，鋼コンクリート合成版の衝撃実験を行
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い耐衝撃性に関する新たな知見を得たことは高く評価される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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